
地

山曙
筏
二
甘
塩
巷

籍
盛
儀
(
昭
和
十
二
年
寄

)

千
葉
願
岩
富
町
及
び
佐
倉
町
附
淀
の
員
北
石
静

(閥
東
南
部
新
蕪
代
化
石
群

其
の
九
)

大

炊

御

門

経

輝

岩
冨
町
及
び
佐
倉
町
附
近
め
化
石
静
は
三
土
知
芳
技
師
の
調
査
せ
ら
れ
た
粘
莱
'
岩
富
町
附
近
の
化
石
暦
は
僻
富

暦
大
谷
洗
化
石
経
の

.i
郷
で
あ
ら
'
佐
倉
町
附
近
の
月
暦
は
上
岩
棺
化
石
帯

に
属
し
大
谷
流
化
石
昔
よ
ら
上
位
に
あ

る
と
の
TJ
と
で
あ
る
｡

触

る
ほ
池
追
尾
焦
燥
士
が
千
尭
腺
印
播
郡
川
上
村
大
谷
流
附
近
の
月
化
石
暦
を
調
べ
ら
れ
た

巌
に
依
れ
ば
､
大
谷
流
の
フ
ォ
ー
ナ
は
酒
々
井
町
附
近
の
も
の
に
近
似
し
且
つ
大
谷
流
月
暦
の
下
の
粘
土
は
上
岩
橋

月
闇
下
の

E
ro
d

on
a
を
含
む
粘
土
の
連
轍
で
､
両
月
暦
は
同

山
犀
準
の
も
の
で
あ
ら
う
と
結
論
さ
れ
た
｡
叉
筆
者

等
が
千
薬
膳
千
莱
郡
単
相
村
平
山
附
鑑
の
化
石
圏
を
調
べ
た
粘
英
大
谷
流
'
平
山
､
上
岩
橋
の
三
月
暦
は
略
々
同

ti

層
準
と
考

へ
る
ほ
至
つ
カ
｡
此
の
対
比
は
主
と
し
て
化
石
暦
に
含
ま
れ
る
月
瓶
フ
ォ
ー
ナ
ほ
依
-
､
未
だ
大
谷
流
と

酒
々
井
の
中
間
h
t調
査
し
て
な
か
っ
た
｡
今
回
岩
富
町
及
び
佐
倉
町
の
申
開
を
調
査
し
､
月
化
石
の
同
定
も

一
迫
み

終
っ
た
の
で
以
下
其
の
報
骨
を
す
る
次
節
で
あ
る
.

千
繋
燐
山霊
川
町
及
び
佐
倉
町
附
妃
の
風
化
石
原

至
ヨ



節
二
十
七
番

餅
五
択

望

川

酒
々
井
町
宇
坪
の
上
岩
柿
月
暦
の
連
頂
は
京
成
電
車
の
酒
々
井
､
大
佐
倉
両
輝
の
中
間
新
堀
附
近
の
線
路
は
宙
し

カ
崖
に
露
出
し
､
更
に
其
の
連
縛
が
大
佐
倉
輝
の
附
進
に
見
ら
れ
る
0
蓮
等
の
産
地
の
月
化
石
の
種
板
は
宇
坤
の
も

の
と
大
同
小
異
で
ー
化
石
厨
の
下
の
粘
土
に

E
T
Od
on
a
は
含
ir{れ
て
ゐ
覆
い
が
其
の
上
面
は
宇
坪
に
於
け
る
と
同



棟
に
波
状
を
量
し
て
ゐ
る
0
大
佐
倉
騨
附
進
で
は
上
下
二
っ
の
英
樹
が
あ
っ
て
ー
下
位
の
化
石
暦
は
粘
土
層
の
匿
上

に
あ
-
､

其
の
只
化
石
の
叡
ぶ
れ
は
宇
坤
の
も
の
に
極
似
し
て
ゐ
る
｡

此
の
月
暦
の
上
方

約
四
米
の
魔
に

G
ty･

cym
e
Tis
y

esso
eTLSis
(
S
o
w
e
rb
y
)
と

D
ip
lo
d
on
ta
u
sta
(G
ou
td
)
が
密
集
し
て

一
つ
の
月
厨
を
形
成
し
て
ゐ

る0大
佐
倉
曙
の
北
方
約
五
官
米
の
内
郷
村
横
宿
の
人
家
の
基
の
崖

(
産
地
1
)
に
化
石
静
の
好
寓
出
が
あ
る
｡
此
虞

で
は
下
か
ら
約
五
米
の
友
色
砂
腎
'
五
十
糎
の
粘
土
層
'
衣
色
砂
圏
が
あ
ヵ
'
粘
土
暦
の
直
上
と
其
の
上
方
約
五
米

の
巌
に
各
々
約
六
十
糎
の
厚
さ
を
有
す
る
二
化
石
暦
が
あ
る
｡
上
部
の
月
暦
は
大
佐
倉
と

同
様
殆
ど

G
ty
cy
m
eri
s

y
essoen
sis
(
S
ow
erb
y･)
及
び

D
iplo
d
on
ta
u
sta
(
C
oul
d
)
の
二
種
か
ら
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
｡

下
部
の
月
暦
で

最
も
優
勢
を
も
の
は

M
a
ctra
su
lcataria
R
eev
e
と

S
o
ten
k
Tu
San
steTn
ii
S
ch
ren
ck
で
､

其
の
他
多

い
も

の
は

A
n
a
d
a
1･a
in
a
at
a
(R
eev
e
)
V
G
ly
cy
m
eris
y
es
s

oen
sis
(
S
ow
e
Tb
y
)u

D
ip
lo
d
on
ta
u
sta
(C
o
u
ld
),

D
osin
ia
jta
p
on
ica
(R
eev
e
).
V
en
u
s
st:_m
p
son
i

G
iou
td

)

A
r
c
o

p
agi
a

delta
(Y
o
k
oy
am
a
)､

T
e
lに
n
a

n
itidu
ta
D
u
n
lLEer,
S
F
rn

ula
vi

.

rg
o
b
TeV
is

(Y
ok
oy
a
m
a
)}

Nat
i
c

a
3'
a

ntho
s
t
o

m
a

D
es
h
a
y
e
s
"

R
in
g
icu
ta

y
ok
oy
a
m
ai
T
ak
ey
a
m
a
}
R
etu
sa
g
lob
osa
Y
am
a
ll{a
W
a
等
で
あ
る
｡

E

TOd
on
a
fT
equ
en
S
(Y
o
k
oy
a
m
a
)
ち

稀
で
は
な

い
が
'
粘
土
静
に
は
含
ま
れ
て
ゐ
在

い
｡
此
塵
の
フ
ォ
ー
ナ
と
宇
坪
の
も
の
と
比
較
す
る
J
J多
小
の
差
異

は
諦
め
ら
れ
る
が
優
勢
種
の
メ
ン
バ
ー
に
は
大
差
が
を

5'
｡

･

産
地

1

の
西
方
約
四
甘
光
.
璃
宿
か
ら
新
闘
ほ
迫
ず
鳩
路
の
傍
に
産
地

2
の
露
出
が
あ
る
｡
路
か
ら
上
方
四
｡

正
米
問
は
砂

｡
粘
土
の
充
暦
七
四
十
糎
の
厚
n
恕
有
す
る
粘
土
厨
､
褐
色
の
砂
暦
の
順
に
あ
わ
P
化
石
暦
は
産
地
1

千
楽
勝
山村
拭
町
及
び
佐
倉
町
附
近
の
風
化
祈
櫛

書

記

三



地

政

節
二
十
七

指

節

:<

給

費

六

と
同
塵
に
粘
土
暦
の
直
上
と
其
の
上
方
的
玄
米
と
は
あ
っ
て
p
化
石
樹
の
厚
n
も
前
と
晴
々
同
様
で
あ
る
｡
上
部
の

月
恩
で
は

GlycyTn
e･.Pis
y
e
ss
oensis
(S
ow
erb
y
)
と

D
ip
tod
on
t
au
sta
(G
ou
td
)
が
傾
倒
酌
に
優
勢
で
.
下
部

の
月
犀
の
優
勢
種
も
前
渡
地
の
も
の
と
塵
少
が
老
い
｡

内
郷
村
高
座
木

(産
地
3
)
に
於
て
は
月
厨
は
褐
色
植
樹
は
レ
ン
ズ
状
を
在
し
て
入
っ
て
お
る
｡
此
の
鮎
今
迄
述

べ
カ
月
樽
と
少
し
-
趣
を
基
に
し
て
ゐ
る
が

G
ly
cy
m
ei･is

y
essoen
sis

(S
ow
erb
y
)}

D
LT,Sinia

ja
p
on
ica

(

R
eev
e).
V
en
u
s
stim
p
son
i
C
ou
l
d
.

冨

a

ctra
su
k
ataria
R
eev
e,
S
ole
n

k
ru
se
n
steTnii
S
ch
ren
ck
,

R

i
n

g
icuta
y
ok
o3/･a
m
ai
T
ali(ey
a
m
a
が
多

い
事
及
び
化
石
圏
の
下
に
粘
土
層
が
あ
る
の
で
､
此
の
月
腎
は
産
地
1

及
び

2

の
下
部
の
月
暦
に
鼎
常
す
る
と
心
は
れ
る
.
然
し
露
出
と
滞
基
の
示
充
分
意
想
に
敦
は
覗
は
し
た
化
石
の

渡
川
頻
度
は
他
魔
の
に
此
較
し
て
幾
分
不
確
賓
で
'
産
出
が
稀
有
と
し
た
も
の
の
中
に
賓
際
は
相
恩
に
多
-
産
出
す

る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
｡

産
地

3

の
両
方
約
二
｡五
粁
の
内
郷
村
下
根
(
産
地
4
)
で
も
粘
土
の
直
上
は
あ
る
砂
の
中
に
化
石
が
含
恐
れ

て

ゐ
る
O
G
ty
cy

m
eri
s
y
esso
en
sis
(S
ow
e
rb
y
),
S
oten
打
Tu
Sen
Stern
ii
S
ch
ren
ck
.
S
y
rn
ota
vir
g
o
b

revi.班

(Y
o
k
oy
am
a),
R
etu
sa
gl
ob
osa
Y
am
a訂
w
a
が
濃
も
優
勢
で
p
其
の
他
普
通
に
慮
す
る
も
の
も
産
地

1
及
び

2
と
大
差
が
覆

い
｡
産
地
4
の
南
東
方
的
可
米
の
鷹
に
洩
る
崖
で
は
､
下
か
ら
順
は
惰
櫛
警

環
す
る
摘
色
砂
厨

(
二

莱
)p
褐
色
砂
(約

ti
米
).
粘
土
圏

(
三
十
糎
)､
褐
色
砂
暦

(
約
七
光
)､
赤
土
が
革
b
れ
る
｡
附
近
の
凹
地
に
偶
暦

を
量
す
る
砂
暦
の
下
に
次
色
の
砂
が
露
は
れ
で
ゐ
る
｡
此
度
で
は
化
石
は
児
普
ら
孜
か
っ
た
'
恐
ら
-
産
地
4
の
月

層
も
レ
ン
ズ
h
t成
し
て
み
る
の
で
あ
ら
う
0



ー

Tl手
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F
ItI

組
武
本
触
佐
倉
輝
の
西
方
約

一
･
四
肝
の
状
郷
村
∴守
臓
の
蛾
造
線
路
に
両
し
た
毘
か
ら
は
貝
の
カ
メ
-
が
山川
る
0

下
か
ら
順
は
侮
層
itLJ量
す
る
褐
色
砂
瀞
､
薄

い
邪
土
層
､
禍
色
砂
厨
が
あ
る
.
粘
土
層
は
線
路
の
上
方
約
二
米
の
塵

に
あ
-
､
操
の
北
紬
か
ら
八

｡
玉
来
昔
の
魔
で
尖
激
し
で
ゐ
る
｡
カ
ス
ト
は
此
の
鮎
士
の
置
上
の
褐
色
砂
の
中
か
ら

出
る
.

此
の
附
鑑
で
惰
層
を
せ
る
砂
の
下
に
も
粘
土
層
が
見
ら
れ
る
が
､
産
地
1
-
4
で
見
ら
れ
た
化
宥
圏
碇
下
の

粘
土
層
は
此
握
の
上
部
の
粘
土
層
に
鼎
皆
す
る
と
瓜
は
れ
る
｡

寺
崎
の
橘

は
露
出
が
恵
-
p
任
に
状
郷
村
太
田
及
び
戯
洲
か
ら
月
の
カ
ス
ト
を
得
た
に
過
ぎ
な

い
が
､
寺
瞳
の
翻

須
方
約
四

二

一粁
､
榊
門
の
囲

(
産
地
5
)
で
は
梅
暦

を
な
す
次
色
の
砂
と

､
其
の
上
に
あ
る
灰
色
の
砂
の
敢
下
部

に
月
が
含
ま
れ
て
る
る
｡
梅
暦
の
砂
の
上
限

は
道
路
か
ら
上
方
約
二
米
で
､

此
の
砂
は
月
数

の
破
片
を
多
数
に
含
ん

で
ゐ

て特
に

S
o
te
n
が
目
に
附
-
｡
上
部

の
英
.暦
で
は

D
ip
t
o

d
o
n

t
a

us
t

a
(
C

o
u

l
d

)
.

R
ae
ta
y
o
k
o
h
a
m
en
sis

(
P
its
b

r
y

)
,

S
itiq
u
a
p
u

lc
h
Lliu
a

(
D
u
n

打
e7r)
,

s
o
le
n
k
r
u
s
e
n
s
t
e
r
n
i
i

Sc
hT
e
n
C

k

が
特
に
多
-

､
Y
o
td
ia

n
o
t
ab
i
i
i
s

Y
o
k
o
y
a
m
a
,
髭
a
ctr
a
s
a

c
h
a
tin

en
s
is

S
c
h
r
e
n

ck
.
A
4
:
a
ct
T
a
S
u
t
C
a
t
a

ria
R
e
e
v
e
.

R4:a
co
m
a

p
T
ae
t
e
X
t
a
(Ivlqa
見

e
n
s
)"
T

eltin
a
n
it
i
d

u
la
D
u
n
k
e
T
,
C
in
g
u
lin

a
tri
a

rat
a
(
P
its
b
r
y
)
.

N
a
tic
a
]'a
n
th
o
sto
m
a

D

e
sh
a
y
e
s
も
少
-
な
い

が
､
G
l
y
cy
m
eT
i
s

y

e
ss
o
e
nsis
(S
o
w
e
rb
y
)
は
児
懲
ら
な
か
っ

た
.

産
地
6
は
産
地
5
の
南
東
方
僅
か
に
約
二
甘
五
十
米
し
か
斬
れ
tiJ
ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
が
､
其
の
月
化
石
の
粛
ぶ
れ

が
吋
な

み
異
在
る
｡
M
a
ctya
su
lca
ta
ria
R
e
e
v
e

が
魔
倒
的
に
多
-
､
D
ip
l
o
d
o
n

ta
u

s
t
a

(
G
ou
td

)}
R
a
e
ta

y
o
k
o
h
a
m
en
s
i
s

P
i
ls
b
Ty
,
A
rc
o
p

ag
ia

d
e
lt

a
(Y
o
打
o
y
a
m
a
)
.

T
e
t
Lin
a

n
it
i
d
u
ta
D

u
n
k
e
r
,
A
loi
d
i
s

v
en
u
s
t
a

(
G
ou
id
)
､

O
bt

or
tio

r
u
f
oc
i
n
c
t
a

(
A
IA
d
a
m

s

)
}
C
in
g
u
li
n
a
t
Ti
ar
at
a
(

P

il
s
b
T
y)
,

T
on
n
a

tu
te
ost,om

a

千
非
牒
州誓
川
町
乃
び
位
倉
町
附
妃
の
月
化
石
厨

三

義

正



地

拭

節
二
十
七
懇

節
五
雛

至

(

六

(
K

i
is
t
e
r
)
,

0
tiv
elta
fu
lg
u
rat.a
(A
d
a
m
s
e
t
R
eev
e)
が
次
に
多

い
p
中
で
79
T
on
n
a
lu
te
o
sto
m
a
(
K
碁

teT)

と

0
)iv
elt
a
fu
lg
u
rata
(
A
d
a
n
1.S
et
R
eev
e)
が
多
度
す
る
｡

此
の
二
種
は
他
の
産
地
で
は
恐
ら
-

非
常
に
稀

有
在
籍
は
見
潜
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
､
其
の
他
此
彪
だ
け
に
多

い
JC
の
ほ

A
toid
is
ven
u
sta
(G
ou
ld
),

O
btoTtio
ru
fo
cin
cta

(A
.
Ad

a

m
s)
が
あ
る
｡

又

G
ty
cy
m
e
ri
s

y
ess
oen
sis
(
S
ow
e
T

b
y
)
は
見
常
ら
ず
.

V

enu
s
st
i
m
psoni
G
outd
は
少

い
｡
此
の
月
暦
の
下
は
産
地

5
と
同
様
偽
暦
を
覆
す
砂
で
月
数
の
破
片
を
多
数

含
ん
で
ゐ
る
｡
此
の
砂
の
下
は

一
つ
の
月
暦
の
あ
る
TJ
と
が
附
近
の
井
戸
で
観
察

さ
れ
る
｡
産
地
6
と
産
地
5
の
両

月
層
の
共
通
瓢
は

D
iptodonta
u
sta
(C
ould
).
M
actra
su
lca
t
a
T
ia

R

eev

e
.

R
a
e

ta
y
ok
oh
am
ensis

P
i
t
s
b
r

y
.
T
ellin
a
n
itid
u
la
D
u
n
k
er,
C
in
g
u
lin
a

t

ri
ar
at
a
(P

i
t

sb
r
y
)
の
多

い
,J

と
'

及
び

G
ty
cy

m
eri
s

y
essoen
sis
(S
ow
e
rb
y
)
V
en
u
s
stim
p
son
i.
G
ou
td

の
少

5'
rJ
と
で
､
又
暦
序
的
踊
係
か
ら
79
両
月
暦
は
同

l

慮
準
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
産
地
6
の
月
暦
は
極
め
て
小
部
分
し
か
露
出
し
て
ゐ
な

い
の
で
観
察
上
の
誤
差
が
加

っ
て
飴
計
に
近
接
の
産
地
の
フ
ォ
ー
ナ
と
興
っ
て
見
え
る
の
で
あ
ら
う
｡
碑
門
附
近
の
只
暦
と
.
佐
倉
町
附
近
の
79

の
と
此
較
す
る
と
p
優
勢
種
の
メ
ソ
r!,1
-
に
於

て
G
ty
cy
m
eris
y
e
ss
oen
sis
(S
ow
erb
y)
と

V
en
u
s
stim
psomi

G
ou
td
が
醐
門
附
近
の
月
層
で
は
少

い
が
他
の
種
弗
は
殆
ど
共
通
で
あ
る
｡

産
地
6
か
ら
岩
宮
町
に
至
る
間
に
も
所
々
に
月
層
が
見
ら
れ
る
｡
然
し
何
れ
79
保
存
が
恵
-
カ
ス
ト
で
あ
る
が
､

月
健
の
下
に
は
何
魔
で
も
偶
暦
を
ntl.す
る
砂
が
見
ら
れ
る
｡
岩
富
町
の
北
に
あ
る
産
地
7
で
は
貝
暦
は
約
三
光
の
間

に
敗
圏
を
夜
し
､

G
ty
cy
m
e
ris
y
esso
en
sis
(S
ow
e
Tb
y
).
D
ip
tod
Gnta
u
Sta
(G
ou
td

),冒
a
ctr
a
sach
ali
n
en
sis

S
ch
renck
.
R
in
g
icula
yok
oy

a
m
aiT
a

k
eyam
a
が
政
も
多
い
o
G
tycy
m
e
r

is
y

ess
oensis
(
S
ow
erby
)
は
上



軸
に
多
-
､
罵

a

ctra

s
a
c
h
alin
e
n
s
is

S
chr
e
n
c
k

は
下
部
は
多

い
o

次
に
多

い
も
の
は

A
n
a
d
a
r
a

in
f
La
t
a

(
R
eev
e)
}

Li
m
a
tu
ta

su

ba

u
T
ic
u
la
t
a

(
琵
o
n
t
a
g
u
)
,

L
u
c
in
a

a
cu
titin
e
a
t
a
C
o
n
r
ad
.
V
e
n
u
s

stim
pso

ni

G
ou
td
,
P
rot
o
th
a
ca
a
d
a
m
s
ii
(
R
eev
e
)､
民
a
c
t
ra
s

ul
ca
taT
ia

R
e
ev
e.
R
a
et
a

y

okoh
a
m

ensis
P

il

sbry
.

T
e
l
tin
a
n

it
id
u
la

D
u
n
k
er
,

So

t
e

n
k
ru
s
en
s
t
e
r
n
ii

S
ch
re
n
ck
,

CTyP
t

Om
ya

b

u
s
o
e
n
s
is

Yo

k

o

ya
m
a
,

S
y
r
n
o
la
vi
r
g
o

b
r
evi
.S
(
Y
o
k
oy
a
m
a
)
,
N
a
t
ic
a

]+a
n
th
o
stom
a
D
e
sh
a
y
e
s

で
佐
倉
町
附
妃
の
月
厨

と
非
常
は

よ
-
似
て
ゐ
る
.
月
厨
の
下
は
侶
暦
数
し
溌
次
色
の
砂
で
p
S
ote
n

の
碓
片
を
多
数
含
ん
で
ゐ
る
｡

産
地
8
は
産
地
7
の
南
東
甘
米
の
虞
は
あ
～,hP
月
暦
は
禍
色
砂
圏
の
中
に
道
路
か
ら
約
五
米
の
高

さ
の
虞
に

レ
ン

ズ
を
な
し
て
這
入
っ
て
ゐ
る
｡

レ
ン
ズ
の
大

き
は
幅
二
･四
米
､
厚

さ
∵
玉
来
で
あ
る
｡
崖
の
下
部
に
は
偽
滑
を
薫

す
る
砂
圏
が
あ

タ
t
S
ol
e

n

及
び
其
の
他
の
月
数

の
破
片
を
含
ん
で
ゐ
る
｡
崖
の
中
#
.が
崩
れ
落
ち
舟
土
砂
で
呪
っ

て
ゐ
る
の
で
上
部
の
褐
色
砂
暦
と
の
境
界
は
不
明
で
あ
る
｡

レ
ン
ズ
を
な
す
月
厨
の
メ
ン
バ
ー
は
産
地
7

と

大
差
夜

-
.

Glycy
m
eri
s

y
es

so
e

n
sis
(S
ow
er
b
y
),
D
ip
lo
d
o
n
t
a

u
s
t
a

(C
oul
d)
.

R
in
gi
cu
la

y
o
k
Qy
a
m
ai

T
a
ke

yam
a

が
多
産
L

t
拭
y
s
e
t1a
o
b
lo
n
g
a
ta
(Y
o
k
oy
a
m
a
)
,
V
en
u
s
sti
m
p
s
o
n
i

G
ould､
M
a
ct
r
a
sa
ch
al
i

n
e
n
sis
S

ch
r
en
ck
,
M
a
ct
r
a
s
u
lcatar
ia

R
e
ev
e
.
R
a
eta
y
o
k
o
h
am
e
n
s
is
P
itsb
IT
,
S
a
n
g
u
in
o
tari
a

o
liv
a
cea

(
J
ay
)}
害
a
co
m
a
n
ip
p
on
ica
(
T
o
k
u
n
a
g
a
).
T
ettin
a
n
it
id
u
la

B
u
n
k
e
r,
S
itiq
u
a

p
u
tch
elta
(B
u
n
k
e
r
)
.

S
olen

k
r
u
s
e
n
s
t
e
r
n
ii
S
ch
ren
ck
,
N
atica
ja
n
th
o
stom
a

De
sh
ay
es
も
少
-
な

い
｡

此
の
貝
衛
は
前
産
地
の

夙
腎
の
-L
部
に
相
普
す
る
の
で
あ
ら
う
｡

岩
富
町
の
北
端
近
-
､
千
葉
か
ら
入
縛

へ
迫
ず
る
嚇
道
の
傍
に
産
地
9
の
小

さ
な
露
出
が
あ

-
'
褐
色
の
ー砂
に
多

千

ii#
糠
山村
小

川
町
及
び
位
倉
町
附
虻
の
只
化
石
厨

至

れ
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英
樹
を
構
成
す
る
月
瓶
は
殆
ど
浅
梅
松
の
も
の
で
あ
る
が
､
多
-
の
産
地
に

E
ro
d

o

na
fr
equens
(
Y

.k.yam
a)

の
存
在
す
る
都
に
低
み
附
近
ほ
淡
水
の
流
入
の
あ
っ
た
fJ
と
が
窺
は
れ
る
.
湘
紙
数
が

一
般
に
腹
足
類
に
比
べ
て
其

の
個
惜
敗
が
著
し
-
勝
っ
て
ゐ
る
の
は
潜
時
の
機
梅
底
が
砂
地
で
二
枚
貝

の
繁
殖

に
特
に
通
し
て

ゐ
光
馬

で
あ
ら

ミ

ノ
0岩

富
町
附
鑑
の
月
暦
と
大
谷
溌
月
暦
と
を
此
較
す
る
と
.
其
の
優
勢
種
の
メ
ン
バ
ー
は
金
-
同

.I
と
云
っ
て
よ
い

程
よ
く
似
て
ゐ
て
'
特
に
産
地
7
の
只
厨
の
様
子
は
大
谷
流
の
も
の
に
似
て
ゐ
る
の
で
'
雨
月
暦
の
封
比
は
可
髄
と

恩
は
れ
る
｡
飴
し
大
谷
流
附
近
で
は
月
暦
の
下
は
粘
土
圏
が
あ
る
の
ほ
射
し
岩
富
町
附
近
で
は
侶
静
を
な
す
砂
が
月

厨
の
下
に
あ
-
､
此
の
鮎
両
者
の
闘
係
が
興
る
｡
大
谷
流
月
暦
下
の
粘
土
は
'
池
遊
撃
士
に
依
-
字
坪
の
E
rod
on
a

を
含
む
快
水
成
粘
土
に
封
此
ruれ
カ
｡
大
谷
流
附
近
で
復
び
淡
水
成
粘
土
が
覗
は
れ
る
の
で
あ
ら
う
｡
今
後
岩
宮
､

大
谷
流
聞
及
び
其
の
他
の
地
方
に
互
-
只
暦
並
に

E
rod
on
a

を
含
む
粘
土
を
追
跡
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
0

千
楽
蝦
山'G
･lE
町
及
び
伴
食
町
附
妃
の
月
化
前
脚

I.･JF
E
二

九



1.Nucula(Acila)insignisGould

2.Yoldia(CileSterium)notabilisYokoyama

3.An adaragranosa(Linnる)I

4.Anadara(Scaphal･ca)subcrenata(Lischke)

5.Anadal.a(Scapharca)in凸ata(ReeveJ

b-.GlycymerisyesBOenSis(Sowerby)

7.LimopsISrllPPOnicaYokoyama･･

8.CrenellayokoyamaiNomura.･

9.Pecten(Patinopecten)tokyoensisTokunaga

10.PectenlaqueatusSowerbyI.

ll.Lima(Limaria)basilanicaAdams皮Reeve

12.Limatulasubauriculata(Montagu)･･

13.AnomialischkeiDalユ七2;enberg皮Fischer

14,Cunatoneana(Yokoyama) I

15.Diplodont,a(Felaniella)usta(Gould) ･

6,Joannisiellacumingi(Hanley)･.･-

7.Lucina(Lucinoma)acutilincataConrad

8.Codaltia(Pillu_cina)contraria(Dunker)

9.ErycinacTaSSa(Yokoyama)-･

0.KelliafujitanianaYokoyama

Eellia(?)ojianaYokoyama･･

Mysellaoblongata(Yokoyama)･

Mysellajaponica(Yokoyama).･

Mysellasubtruncata(Yokoyama)

123456789

R一一R一一--氏

RR一一C-RRc

-----R一一一

RR---R-RR

CCRR-RCR一

･AAAA一一AAA

_一一一一R一一一･

_,-･----1tRI

RRRRR-RRR

RR-R-RR-R

RR一一一一R一一

一一一一一一CR-

R一一---一一一

一一---RRR-

AARCACAAA

RR一一一一一一一

RR-R--CRR

一一一R-R---

地

球

妨
二
十七怨

--= -R1- 第
R-一一__R-1 五

娘
I---R--RR-

R--一一一一C一

･RR-R一一RR一 三

_一一一一一R__ 至

24.Cardium (Cerastoderma)califomienseDeshayesIRR-R一一RR-

25.Cardium (Cerastoderma)braunsiTokunaga

26.Cardium (Fulvia)nut,icum Reeve･･-

27.Callistapaci丘ca(I)illwyn)･

28.Dosinia(Phacosoma)japonica(Reeve)

9

0

1

2

2

3

3

RU

Venus(MercenaI･ia)stimpsoniCould

GomphinamelanaegisR6merI

RCR一一一--I

･RC----R一一

CCRR-R--一

･ccCC一一RRR

･CCCC-RCCC

-I-----R-

Gomphina(Gomphinella)neastartoides(Yokoyama)-一一--R一一R

Protothacaadamsii(Reeve) 一一一一一一C-R

○



千
柴
櫛
･:lC
･:川
町
及
び
佐
倉
町
附
妃
の
只
化
石
暦

三

.Ltr

]

'L
.i

38.Venel･uPis(Amygdala)variegata(Sowerby)II.-----氏---

34.Mactra(Spisula)sachalinensisSchrencl卜 ･CCR-C-ACC

35.Mactra(M王lCtrOrneris)polynymavoyi(Gabb)･- 一一一一一一R--

36.Mactl･asulcatariaReeve I

37.Maetl･aveneriformisReeve

38.Raet,iLyOkohamensisPilsbry

39･RaetamETLgnificaYokoyama .･

40.Schizothaerusnllttalli(Conrad)I

41.Sanguinolaria(Nuttal1ia)olivacea(Jay)I

42.Solecurtusdivaricatus(IJischke) ･

43.Arcopagiadelta(Yokoyama) I

44.Macomapraetexta(Martens)

45.MacomatokyoensiBHal(iyama.I

46.Macomanipponica(Tokunaga) ･

47.Macoma(Rexithaerus)Recta(Conrad)-

48.Tellina(Moerella)jedoensisLischke I

49.Tellina(Moerella)miyatensisYokoyama･ ･･

50.Tellina(Fabulina?)nitidulaBunker-･･

51.Tellina(Peronidia)1uteavenulosaSchrenck･

52.Tellina(Peronidia)salmonea(Carpenter)･･1

53.Siliquapulchella(DunkeT)･･1

54.SolenkrusenstemiiSchrenck

55.Pa′nopeJaponieaA.Adams

56.Aloidisvenusta(Could)

57.Aloidispygmaea(Yokoyama)I

58.EllOdonafrequcns(Yokoyama)1)

69. CryptomyabllSOenSisYokoyama

60.Myadorafhct.uosaGould -

61.MyadorareevianaSmith

62.Thracia"concinaGouldHI

63･ThraciatransmontanaYokoyama,.

AACCCACCC

It----･一一一._

･CR-RACCCC

･---R一一一一_

RR-R-RRRl

･RR一一一-RCC

一一一lt-ll-_

CC-C-C一一一

I---CR-RR

R1-ll-RRI.

I------RCR

----一一R一一

･R--R---R一

･cc-R-RRR一

･cc-CCCCCC

-氏-----RR

--11･-･一一n一一

I---RARRCC

AAAAARCCR

RRRC----a

-----C一一一

R一一一-氏-一一

CCR---RCC

CR-RRRCR-

-I----RR-

R一一R-I---

------R一一

一--R一一R一一

64･Margarites(Lirulallia)pygmaea(Yokoyama)- ･-一一一-R一一一

65.Calliostomaconsors(Lischke) ･ ･.R-lR一一一--

66.Umbonium moniliferum (Lamal･ck)･ -I･RR一一-一一R-



67.SkcneanlPPOnicaYokoyama･ ･ 一一一R一一R一一

68."Cyclostrema"stillicidiatum Yokoyama ･ .･-R一一一一一一一

肌 HomalopomaamussitatasisuiensisMakiyamaMS -I----RR一 地

70.Rissoina(M61･Chiella)manzakianaYokoyama -一一一一一R一一一

71.0btortiorufocincta(A.Adams) 一一一一-C一一…

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

粥
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Epitonium (Depressiscala)aullitum(Sowerby) I---R----一 球

耳pitonium(Asperiscala)azumanum (YokoyalTla)一一-R一一一R-

Epitonium (Aspel.iscala)ka2:uSenSis(Yokoyama)---I---R-

Leucotinagigantea(Bunker)･-

LelユCOtina(ActaeopyramiS)eximia(Lischke)

Menestho(Iolaea)amicalis(Yokoyama)-

OdostomiashimosensisYokoyama-･･

Syrnola(Agatha)virgobrevis(Yokoyama)I

Symola(Symola)subcinctellaNomu1･a. .･

Cingulinatriarata(Pilsbry)･I

TurbonillakeiskeanaYokoyama-

TurbonillakidoensisYokoyama ･･

--一一一一R一一

---R一一一R-

R--R一一R一一

･-R--一一RR一

･AA-A--C--

-1モー--I-I--

･R--RCCRRC

--一一一一--R

-一一一一--R-

Turbonilla(Strioturbonilla)sagamianaYokoyamaR一一R一一-R-

Turbonilla(Pyrgolampros)subplanicostaYokoyama---R一一---

Pyllamidella(Tiberia)pulchella(A.Adams)･ R--------

Trichotl･OPis(Iphinoe)unical.inataBllOderip

皮Sowerby

妨
二
十
七
怨

勝

二LtTL.
-一一---求-- 既

88.Natica(Neverit.a)didymaBolten- ･･･RR-R--R--

89.Natica(Tectonatica)janthostomaDeshayes･･-ICC-CC-CCC

90.Eunaticinapapilla(Gmelin)-･ -･･-----一一一R 3

91.RapanathomasianaCroSBe- R一一R-氏-RR 孟

92.Trophon(Boreotrophon)subclavatusYokoyama I-----R一一

93.Tritonaliaadunca(Sowerby)I

94･Plicifususnipponicus(YokoyaIでa)-

95.Neptunea(Barbitonia)artahrit･ica(Bernardi)A

961Siphonaliafusoides(Reeve)･

97.SealllesiaconstrictaBall

98.Buccinum (Volutharpa)perryi(Jay)･

99.NassarillS(Hinia)festivuS(Powys)･.I

loo.Nassarius(Tritonella)ja.ponicus(A.Adams) ･

-一一一-R一一一

一一一一一-R一一

RRR---RR-

RC-R一一一一-

-_-一一lt一一一.-I

RR-RR･-R-I

一一一一一R一一一

cc-氏-RR一一
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lOl.Olivellafulgurat;a(Adams& Reeve)

102.Drilliajeffl･eySi(Smith)･L

103,Moniliopsis(Suavodrillia)declivis(MalltenS)

104.IJOraPSeudopanna(Yokoyama)

lOS.Lornturriculatacandida(Yokoyama).･･

106.Cythara(Mangelia)parva(Tokunaga)I.

107.Cythara(Mangelia)semicarinata(Pilsbry)

108,Lienardia(Etrema)subauriformiS(Smith)1

101.Terebl･a(Strioterebrum)hedleyanaPilsbl.yI

--一一-C一一_

一一一R--___

R一一-R-RRR

----氏-氏-_

一一-一一RRRR

-氏-R一一__I

一R一一---__

lil-11･--_-_

110.Tel･ebra(PunctoterebTa)1ischkeanaDunker-I- 一一一一R-R--

･･AAAC-RAAC

･CCCA一一R-_

-･一一一-氏-氏-_

･GRRC一一一一_

-･一一一一一R--一

一一一-一一-R_

I--一一一一R一一一

･一一-一一R-1-

RR-I--RR-

111.RingiculayokoyamaiTal(eyama･･ ･･･

112.RetusaglobosaYamakawa-

113.RetusacucurbitinaYokoyama･･･

114.Actcocinaexilis(1)unker)-･

115,Acteocinalongispirata(Yamakawa)

116.Rhizorusacuminata(Brlユgui占re)A

117.Cylichr)amusashiensis(TokⅥnaga)

118･CylichnayamakawaiYokoyama･･･

llf).PhilineJaponicaLischke I

i.All:1:Corbulapust･ulosaYokoyama及び C.sematensisYokoyamaは

synonym であるD C,sematensis の typeを訓べた締兇-･つは

Erodona ではな く Poromya であることが判別 したo Erodona

frequens は兄妹蹟U) E.1aeviS(HindEi)〔=Corbula amurensis

SchrenclO に柚似 してゐるが, r;lド化T.7及びIl塚の多数の枕木に芸北き

測定車であるか ら, ;,LEの姉牡に伏 l)爾薪の的係 を明かに したいと思っ

てゐる｡ ′


